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　令和７年度予算で計上されていた「実施
設計図書」が示されない中、委員会では予
算審査が行われた。村は、財源等を鑑みて
必要最低限の改修をする方針を示した。令
和５年度に実施された住民アンケートでは
「建物全体をリニューアルする35%」「今
よりも利用しやすい施設にする30％」「修
繕が必要な箇所のみ修繕する34%」となっ
ており、全体の３分の２の回答者が、現状
よりも良い施設を求めていた。
　住民要望と財政状況をともに考慮しなが
らの審議となり、難しい判断となったが、
議会は、この「改修工事費」を含む令和８
年度予算案を賛成多数で可決した。

工事の概要

　平成３年に完成した当施設は35年が経過し劣化も見られていた。今回の改修工
事の主目的は、老朽化で傷んだ箇所を修繕し、施設の延命を図ること。特に傷んで
いる外回りに費用をかけ、照明をLED化し、浴場内は洗い場に仕切りを付ける。
大広間は床暖房が壊れているので改修し、エアコンを設置する。カーペット等の張
替えも行う。工事期間は約６か月の見込み。

もみの湯 改修令和８年度

予 算

建物全体を
リニューアル 
35%

修繕が必要な
箇所のみ修繕
34%

今よりも利用
しやすい施設
30%

白紙or無回答
1%

アンケート結果「改修工事について」
� （回答数513件）

※表紙画像は生成AIを利用して作成しました
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「修繕が必要な箇所のみ修繕」と決定



　自治体の財政は、主となる税収が景気に左右
されやすく、災害対応等の突発的な支出も発生
する。そのため、いざという時の蓄えとして、家
計の貯金のように基金を積み立てて管理している。
　今回のもみの湯改修には、公共施設等総合管
理基金2,198万円が活用される。資材高騰等の
影響で、今後の施設整備の費用は大幅な増加が
予想される。現在、同基金には毎年2,300万円
ずつ積立てているが、不足する可能性もあり、
施設ごとの目標設定や積立額の増額などを検討
する必要がある。

主な基金（令和８年度末見込み）
・財政調整基金	 ８億   953万円
　[自治体の自由に使える貯金]
・減債基金	 ２億4,209万円
　[将来の借金返済に備える貯金]
・特定目的基金
　[目的が決まっている貯金]
　　公共施設等総合管理基金	 ３億3,201万円 等
　　公共施設の長寿命化、計画的な更新及び活用に必要な資金の積み立て

　　17基金合計	 21億9,083万円

村のお金
住宅ローンのように後年度で分割して支払う。
一度の支出を抑えると同時に、今の住民だけで
なく将来の住民も負担する仕組み。

国のお金
借入額の50%は国から返済の支援
（地方交付税措置）が受けられる。

総事業費
２億1,898万円

１割は公共施設等総合管理
基金を取崩して工面する

１割　2,198万円
基金から繰入れ

事業費の９割は借入ができる

９割　１億9,700万円　起債（借金）
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　　過去に公共施設の整備や修繕が続いた際、基金は大きく減少した。近年は積立ができて
いるが、公共施設等総合管理計画では令和13年頃から公共施設やインフラ整備に多額の費
用がかかる想定。基金をいくら積立ておけば良いのか、財政シミュレーションと併せて考え
ておく必要がある。また、今後の公共施設等の修繕では、計画初期段階から担当課と企画財
政課が密に連携を取るなど横の連携を強化し、住民ニーズを反映させながら財政負担を軽く
する手法を積極的に検討することが望まれる。

点視

事業費２億円はどのように調達する？

村の貯金「基金」の現状は

55％［１億2,048万円］45％［9,850万円］



生活に密着した予算でない 使いやすい補助金の創設

令和８年度予算

注視
子どもの今を支える支援を 水路改修工事が進む

中村 浩平 議員

百瀨 嘉德 議員半田 裕 議員

佐宗 利江 議員

これ川ですか？村歌には「水清く」
「道路は光る」とある。現状はどう

・若者世帯定住促進補助金
定額補助の他に、入区や居住地に

財源が限られている中、将来のむ
らづくりにつながる子ども子育て

支援の充実にどれだけ注力
しているか。コミュニ
ティースクールを通
しての「ゆる活」や、
子どもに関わる大人

の資質向上などに集落支
援員等、交付税をしっか
り獲得してもらいたい。

長年、水路の破損により田畑
への漏水が激しく農作業に支
障が出ていた。多面的機
能支払事業での対応では、

来なかったが、農業
水路等長寿命化・防
災減災事業で、連続
して約460mと大規
模改修事業が予算化
された。

小規模の補修しか出

合わせて加算される。各区でも
入区費の減額など補助
制度に合わせた取組を
行うことで入区の促進
が図られるのでは。
・中小企業活性化
事業者であれば誰
でも使いやすい。
是非利用を。

か。河川管理・整備はさ
れておらず、水の流
れも見えない。村中
の舗装道路もガタガ
タ。なのに皆黙って
いる。私一人では限
界もある。力を合わ
せ予算の使い道、方
向転換させよう‼

議員は
ここに
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最大規模の道路維持費 本村の特長を生かせるよう

外部人材活用と成果を注視 少子化対策の分水嶺

多様な連携と持続可能性 鳥獣被害対策

小松 志穂 議員

宮坂 早苗 議員

村田 俊広 議員

松下 浩史 議員

森山 岩光 議員

芳澤 清人 議員

住民の特に要望が多い道路インフラに応えた道

国の制度を賢く使い、財政負担を抑える取組み 中新田区の要望を受け、シカ
防護柵を設置する。エリアは、

出生数は、急激に減少している。

若者や子どもたちが暮
らしやすい村になって
いくか？
2030年は、少子化
対策の分水嶺。引続
き、未来に繋ぐ政策
をみんなで一緒に考
えていく。

国は軍事費を増大させながら、

それでも本村には補聴
器購入補助、支給型奨
学金など優れた制度が
ある。一方、非課税世
帯以下という所得制限
の壁がある。改善が必
要だ。

地方への予算配分は不十分。
自治体が住民要求に応える
予算づくりはむずかしい。

路維持費である。舗装オーバー
レイ、舗装打換え、側溝工事な

の補修は村内全域
にわたる。観光道
路を中心に支障木
伐採など２億円を
超える予算編成で
ある。

や「集落支援員」など国の支援
制度を活用した点を高く評価

する。これにより、
財政負担を最小限
に抑えることがで
きた。今後は、こ
れらの人材の活躍
とその成果を注視
していく。

課題解決の担い手となる人材を確
保するため、「地域活性化起業人」

芳原川（三又～ズームライン）
沿いに900m。河川を

連なる。芳原川が壁
となり、シカの侵入
阻止に繋がると推察
する。今後の動向を
注視したい。

挟んで東側は森林地
帯、西側は田・畑が

と住民や民間との連携強化を評
価。連携を成果に繋げるには村

のビジョンが不可欠。
責任ある取組みとな
るか注視する。将来
財政推計と併せた
公共施設管理計画
の見直しも財政持
続可能性の観点か
ら注視を続ける。

どは10路線以上。
パッチング、未舗装道路

新年度予算、若者定住促進、
多様な学びの場支援などは、

自然増減と社会増減の影響（第
６次原村総合計画より抜粋）

出生数
2020年　44名
2026年� ３月現在

30名以下
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から議審

〇 賛成、× 反対、△一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ採決する。

審
議
結
果

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

半
田
　
裕

中
村
浩
平

村
田
俊
広

宮
坂
早
苗

森
山
岩
光

芳
澤
清
人

松
下
浩
史

小
松
志
穂

《村長提出》

議案第13号 原村国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 令和８年度原村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 令和８年度原村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

上記を含め議案21件、陳情１件を議決した。

賛否が分かれた議案等（一部掲載）� ３月定例会　審議結果

国民健康保険税条例の一部改正
　提出された議案第13号の概要は次の通り。
〈主な改正点〉
・�県が目指す県内保険料水準統一に向け、保険税率を
改定する。
・�子ども子育て支援納付金課税額の賦課に係る規定を
創設

Q	�大人２人、子ども２人の標準的な所得の世帯が今
回の改正によってどの程度の増税になるか。また、
そのうち子ども子育て支援分はいくらか。

A	�標準的な世帯で約21,000円の増加。うち、子ども
子育て分が約9,700円の増

反対討論
・�（中村）本年度、赤字見込みであれば増税の必要性も
理解するが、言及はなかった。来年度赤字にならな
いようであれば、増税などするべきでない。
・�（村田）国保税はもともと高額であり、物価高騰のな
か、国保税の増税は認められない。また子ども子育
て支援という医療保険制度と関係のない負担の上乗
せは許されない。
賛成討論
・�（小松）村は県へ納付金を納める義務があり、不足分
は保険税で賄う他ない。今後の急激な負担増を避け
るためにも、現行制度上避けられない改正。
・�（宮坂）国保被保険者だけで無く、他の保険、被保険
者も負担する。一体となって子育ての支援を行うもの。

３月定例会

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る�

�

附
帯
決
議
を
否
決

　
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
と
し
て
、
令
和
７
年
度
か

ら
集
落
支
援
員
制
度
を
用
い
た
子
育
て
支
援
事
業
が
「
は
ら
っ
ぱ
」
を
拠

点
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
事
業
の
令
和
８
年
度
予
算
審
査
で
は
、
業
務

量
が
前
年
度
よ
り
増
え
る
一
方
、
予
算
が
半
減
し
て
い
る
点
に
懸
念
が
示

さ
れ
た
。
十
分
な
支
援
体
制
の
維
持
を
危
ぶ
む
声
や
、
中
核
と
な
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
が
不
十

分
な
ま
ま
の
予
算
計
上
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
業
務
内
容
の
再
考
や
必
要
に
応
じ
た
補
正
予
算
で
の
対
応
を
求
め
る

附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
た
。

附 帯 内 容
　　　（抜粋）
提出者：半田

・�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
早
期
開
始
の
た
め
の
準
備
実
施

・�

主
体
的
な
育
ち
が
支
え
ら
れ
る
環
境
の
確
保
と
必
要
な
人
材
育
成
。

・�

現
行
の
予
算
額
で
不
十
分
な
場
合
は
、
補
正
予
算
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

・�（
中
村
）
附
帯
決
議
を
す
る
こ
と
は
、
住
民
の
意
思
と
な
り
、
と
て

も
重
い
も
の
。
議
会
が
予
算
区
分
の
細
節
の
よ
う
な
所
に
対
し
て
、

附
帯
決
議
を
付
け
る
の
は
適
切
で
な
い
。

・�（
松
下
）
決
議
内
容
が
業
務
仕
様
書
に
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。
附
帯

決
議
の
域
を
越
え
た
内
容
も
あ
る
。
予
算
の
附
帯
決
議
よ
り
も
提
言

と
い
う
形
を
取
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。

・�（
佐
宗
）
学
校
運
営
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
運
営
当
事

者
が
不
在
の
中
で
議
論
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
反
対
。

・�（
芳
澤
）
予
算
は
目
的
の
業
務
内
容
に
矛
盾
や
ず
れ
が
な
く
整
合
性

が
取
れ
る
こ
と
が
肝
心
。
発
議
案
は
子
育
て
支
援
の
総
合
的
な
内
容

に
立
ち
入
っ
て
お
り
無
理
が
あ
る
。

・�（
小
松
）
子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実
は
住
民
ニ
ー
ズ
で
も
明
白
。
村

が
目
指
す
「
原
っ
子
を
地
域
み
ん
な
で
育
て
る
」
た
め
に
も
地
域
と

居
場
所
を
繋
ぐ
人
材
の
拡
充
は
必
要

・�（
宮
坂
）
村
か
ら
示
さ
れ
た
集
落
支
援
員
の
業
務
使
用
書
案
で
は
子

ど
も
子
育
て
施
策
の
推
進
は
不
十
分
。
遅
れ
て
い
る
フ
ァ
ミ
サ
ポ

の
推
進
の
た
め
に
も
必
要
な
決
議

反対討論賛成討論

6



一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．村
長
の
村
政
に
お
け
る
施
策

２
．農
業
施
策

３
．有
機
農
業

４
．中
央
道
原
バ
ス
駐
車
場

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．河
川
・
水
路
の
整
備
と
改
修
、
全
く
足
り
て
い
な
い

２
．職
員
に
よ
る
宿
直
廃
止
は
住
民
の
意
向
を
確
認
し
た

の
か

３
．人
事
評
価
制
度
、
住
民
益
に
繋
が
っ
て
い
る
実
感
が
な

い
。
む
し
ろ
職
員
の
不
公
平
感
を
助
長
し
て
い
る

松ま
つ

下し
た 

浩ひ
ろ

史し

議
員

１
．持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
構
築

２
．持
続
可
能
な
農
業
基
盤
と
し
て
の
土
壌
調
査
の
位
置

づ
け

村む
ら

田た 

俊と
し

広ひ
ろ

議
員

１
．令
和
７
年
「
原
村
の
教
育
」
に
関
連
し
て

２
．給
食
費
無
償
化

３
．子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
向
け
て

百も
も
瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．村
内
の
県
道
の
改
良

２
．校
庭
リ
ン
ク

３
．学
校
給
食
費
の
無
償
化

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．文
化
財
保
護
の
状
況

２
．庁
内
職
員
数
は
適
正
か

３
．Ｄ
Ｘ
推
進

４
．農
業
振
興
策
（
令
和
７
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら

の
再
質
問
）

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
役
割
の
再
検

討
２
．学
童
ク
ラ
ブ
の
質
向
上
と
指
導
員
研
修
体
制

３
．子
ど
も
の
権
利
意
識
の
向
上
と
、
村
の
進
め
る
「
肯
定

的
な
子
ど
も
観
」
の
共
有

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．予
算
編
成
手
法
と
財
政
運
営

２
．校
庭
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
存
続
と
活
用

３
．「
ゆ
る
活
」
を
ど
う
進
め
て
い
く
か

宮み
や

坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．若
者
定
住
の
た
め
の
新
築
・
空
き
家
活
用
住
宅
補
助
金

の
新
設
を

２
．健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
社
会
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
専
門
室
化
と
各
地
区
公
民
館
で
行
う
教
室

の
充
実
を

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が�

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

３月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し

て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を

た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
村
長
就
任
２
年
半
の

評
価
と
今
後
の
施
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長　
職
員
一
人
一
人
が

地
域
の
生
活
を
支
え
、
地

域
の
発
展
に
懸
命
に
働
き

明
確
な
目
的
や
目
標
、
理

念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
努

力
し
て
い
る
こ
と
は
良
い

評
価
と
感
じ
て
い
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
の
一
つ
は
住
民
の

皆
様
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
。
二
つ

目
は
役
場
の
価
値
を
高
め

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
。
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
職
員
全
員
が
心
を

一
つ
に
し
て
最
高
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。�

�

　
今
後
の
施
策
と
し
て
安

全
安
心
、
暮
ら
し
最
優
先
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
重
点
化
、

産
学
官
、
広
域
連
携
の
加

速
を
軸
に
国
・
県
の
方
針

問　
化
学
肥
料
、
農
薬
に

頼
る
農
業
は
地
力
が
低
下

し
て
い
る
。
有
機
農
業
は

有
効
的
と
考
え
ら
れ
る
が
。

村
長　
有
機
農
業
は
地
球

温
暖
化
や
環
境
負
荷
低
減

に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
。
一
方
、
栽
培
技
術
の

確
立
や
労
力
の
確
保
、
品

質
の
安
定
な
ど
の
課
題
も

あ
る
。
県
で
は
有
機
農
業

推
進
計
画
に
基
づ
き
技
術

支
援
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
な
ど
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
施
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。
本
村
で
は

県
と
の
連
携
や
支
援
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

村政施策

有機農業

■問
村
長
就
任
後
評
価
と
施
策
は

■答
安
全
安
心
暮
ら
し
最
優
先
で

■問有機農業の普及をどう図る
■答必要な支援の在り方を検討

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
く
、
大
切
に

し
た
い
の
は
実
施
事
業
の

効
果
検
証
と
村
政
運
営
の

説
明
の
分
か
り
や
す
さ
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

明
確
に
し
透
明
性
を
も
っ

て
施
策
を
進
め
て
い
く
。

動画はこちら

中村 浩平 議員

問　
「
河
川
の
氾
濫
で
農

地
が
徐
々
に
削
ら
れ
て

困
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

村
に
何
年
も
言
い
続
け
て

い
る
が
解
決
し
て
く
れ
ず
、

回
答
も
な
い
。」
と
の
相

談
が
あ
っ
た
。�

�

　

別
途
議
会
が
地
区
で

行
っ
た
懇
談
会
で
も
「
河

川
要
望
を
出
し
て
も
対
応

し
て
も
ら
え
な
い
。」「
要

望
者
に
よ
っ
て
村
の
対
応

に
差
が
あ
る
。」「
水
路
改

修
の
予
算
を
ど
う
確
保
す

る
の
か
。」
と
の
意
見
が

あ
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
写
真
の
と
お
り
既
存

集
落
内
の
用
悪
水
路
の
破

損
も
目
に
余
る
。
も
っ
と

も
っ
と
河
川
の
整
備
や
改

修
、
そ
し
て
用
悪
水
路
の

修
繕
に
予
算
を
配
分
す
べ

き
で
あ
る
が
。
村
の
土
木

費
を
他
市
町
村
と
比
較
し

て
も
少
な
す
ぎ
る
。

建
設
水
道
課
長　
今
回
の

方
に
連
絡
ミ
ス
や
説
明
不

問　
役
場
に
職
員
が
い
つ

も
い
て
電
話
に
も
出
て
く

れ
る
こ
と
か
ら
住
民
は
安

心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
宿
直
を
業
者
委

託
に
し
た
一
番
の
理
由
は
。

総
務
課
長　
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
。

問　
時
間
外
に
電
話
す
る

と
電
話
主
に
断
り
な
く
会

話
が
録
音
さ
れ
て
い
た
。

業
者
委
託
後
は
ど
う
な
る

の
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

総
務
課
長　
業
者
委
託
後

の
取
扱
い
も
同
様
。

河川維持

宿直委託

■問
河
川
改
修
足
り
て
い
な
い

■答
住
民
の
期
待
に
応
え
た
い

■問住民の意向を確認したか
■答確認はしていない

足
が
あ
っ
た
事
実
に
つ
い

て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め

る
。
相
談
履
歴
の
管
理
を

徹
底
し
、
回
答
漏
れ
を
防

ぐ
。
現
場
の
状
況
を
的
確

に
把
握
し
効
率
的
な
予
算

配
分
と
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
る
。

動画はこちら
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一 般 質 問

松下 浩史 議員

問　
の
ら
ざ
あ
は
登
録
１

０
０
０
人
、
年
間
利
用
５

０
０
０
人
超
と
好
調
だ
。

休
日
や
駅
へ
の
運
行
は
。

商
工
観
光
課
長　
導
入
時

の
検
証
で
は
休
日
需
要
は

限
定
的
。
し
か
し
ニ
ー
ズ

の
変
化
は
注
視
し
て
お
り

困
難
と
結
論
づ
け
ず
前
向

き
に
検
討
。
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
も
視
野
に
置
く
。

村
長　
車
が
な
く
て
も
生

活
で
き
る
村
が
最
終
目
標
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
を

基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ

新
た
な
レ
イ
ヤ
ー
を
重
ね

補
完
す
る
。
観
光
利
用
等

に
民
間
活
力
も
生
か
し
来

年
度
は
国
の
補
助
金
で
実

証
運
行
を
目
指
す
。

問　
将
来
的
な
予
算
化
や

段
階
的
な
見
直
し
の
位
置

づ
け
は
ど
う
考
え
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
日
々
の

問　
持
続
可
能
な
農
業
や

補
助
金
の
効
果
検
証
に
向

け
、
土
壌
デ
ー
タ
を
把
握

す
べ
き
で
は
。

農
林
課
長　
調
査
は
農
協

等
に
任
せ
て
お
り
、 
村
と

し
て
実
態
は
把
握
し
て
い

な
い
。�

�

　
し
か
し
、
堆
肥
補
助
等

の
効
果
検
証
に
、
科
学
的

デ
ー
タ
は
不
可
欠
だ
と
改

め
て
認
識
し
た
。�

�

　
今
後
の
必
要
な
施
策
や
、

国
の
支
援
制
度
へ
つ
な
げ

る
仕
組
み
を
検
討
す
る
た

め
、
ま
ず
は
村
内
の
実
態

把
握
や
情
報
の
整
理
か
ら

前
向
き
に
着
手
す
る
。

公共交通

土壌調査

■問
休
日
や
駅
ア
ク
セ
ス
拡
充
は

■答
困
難
と
せ
ず
実
証
を
模
索

■問土壌データの実態把握は？
■答未把握だが実態調査へ着手

利
用
実
態
の
把
握
や
実
証

実
験
結
果
を
基
に
、
状
況

に
応
じ
柔
軟
か
つ
前
向
き

に
検
討
を
進
め
る
。�
�

　
観
光
分
野
は
事
業
者
と

連
携
を
深
め
、
持
続
可
能

な
形
で
実
現
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

動画はこちら

問　
日
本
の
子
ど
も
の
精

神
的
幸
福
度
は
低
く
、
自

殺
、
不
登
校
・
虐
待
の
増

加
と
深
刻
な
現
状
だ
。
原

村
に
お
い
て
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
は
尊
重
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
条
例
制

定
の
必
要
性
は
。

教
育
長　
子
ど
も
は
「
守

ら
れ
る
存
在
」
で
は
な
く

「
人
権
を
持
つ
主
体
」。�

�

　
条
約
の
理
念
を
踏
ま
え

て
努
力
し
て
い
る
。
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
他
自

治
体
の
事
例
を
研
究
し
、

子
ど
も
自
身
が
参
加
し
て

「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な

ら
な
い
実
効
性
の
あ
る
も

の
を
検
討
し
た
い
。

問　
小
学
校
で
も
不
登
校

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
で
余

裕
が
な
い
。
改
善
す
べ
き
。

教
育
長　
来
年
度
か
ら
文

科
省
の
特
例
校
と
し
て
、

1
単
位
40
分
の
授
業
時
間

問　
小
学
校
給
食
費
無
料

は
４
月
か
ら
実
施
可
能
か
。

子
ど
も
課
長　
国
・
県
の

支
援
を
活
用
し
、
月
額
５

２
０
０
円（
11
か
月
分
）を

補
助
す
る
方
針
。
実
際
の

給
食
費（
７
０
０
０
円
）と

の
差
額
分
は
保
護
者
負
担
。

今
後
の
物
価
動
向
等
を
見

極
め
、
見
直
し
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。

問　
中
学
校
は
ど
う
か
。

子
ど
も
課
長　
中
学
校
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
検
討
を
進
め
る
。

条例制定

給食無料

■問
子
ど
も
権
利
条
例
制
定
へ

■答
理
念
尊
重
し
て
施
策
推
進

■問給食の無料化は進むか
■答国・県の動向等を注視

を
導
入
し
、
生
み
出
し
た

時
間
を
総
合
的
・
探
究
的

な
学
習
に
充
て
、
子
ど
も

た
ち
が
体
験
を
通
じ
て
主

体
的
に
学
べ
る「
ゆ
と
り
」

の
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

村田 俊広 議員

動画はこちら
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一 般 質 問

百瀨 嘉德 議員

問　
温
暖
化
の
進
行
に
よ

り
校
庭
リ
ン
ク
の
安
定
的

な
開
設
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
１
月
中
滑
走

を
目
指
し
て
い
る
現
在
の

方
針
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
温
暖
化

の
影
響
に
よ
り
結
氷
条
件

の
悪
化
に
つ
い
て
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。��

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
一
般
利

用
と
小
学
校
授
業
で
21
日

間
利
用
し
た
。
ま
た
、
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
祭
も
出
来
た
。

問　
リ
ン
ク
の
管
理
は
大

変
だ
と
思
う
管
理
し
て
い

る
人
た
ち
に
は
感
謝
し
て

い
る
が
、
水
漏
れ
が
発
生

し
氷
の
状
態
が
不
安
定
と

の
声
が
あ
る
が
、
原
因
の

把
握
及
び
今
後
の
改
修
、

運
営
方
法
の
見
直
し
等
を

検
討
し
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
令
和
８

年
度
に
お
い
て
、
過
去
か

問　
小
学
校
の
給
食
費
は

月
い
く
ら
か
。
ま
た
、
国

補
助
で
月
一
人
５
２
０
０

円
が
来
る
。
補
助
金
を
除

く
と
い
く
ら
か
。

子
ど
も
課
長　
一
食
３
５

０
円
、
20
日
で
７
０
０
０

円
。
年
一
人
１
２
８
０
０

円
で
補
助
金
を
引
く
と
児

童
３
８
４
人
分
で
４
９
１

万
５
千
円
。

問　
無
償
化
の
為
、
差
額

４
９
１
万
５
千
円
を
村
費

補
助
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

リンク

給　食

■問
校
庭
リ
ン
ク
管
理

■答
本
年
漏
水
調
査
を
行
う

■問給食費の無償化
■答前向きに検討したい

ら
推
測
さ
れ
る
漏
水
箇
所

を
重
点
的
に
掘
削
調
査
を

行
う
。
こ
の
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
を
最
大
限
に
活

用
し
、
現
実
的
な
改
修
計

画
や
よ
り
効
率
的
な
運
営

方
法
を
検
討
す
る
。

動画はこちら

森山 岩光 議員

問　
国
指
定
６
件
、
県
指

定
７
件
、
村
指
定
の
史
跡
、

有
形
文
化
財
、
天
然
記
念

物
な
ど
、
14
件
、
存
在
す

る
。
文
化
財
保
護
の
観
点

で
ど
の
様
な
点
検
を
行
っ

て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
消
防
設

備
・
緊
急
時
の
通
報
体
制

と
指
導
、
樹
木
医
に
よ
る

診
断
、
建
物
は
村
文
化
財

保
護
条
例
に
基
づ
き
、
外

観
の
目
視
点
検
を
重
点
に

実
施
し
て
い
る
。

問　
中
新
田
津
島
社
回
り

舞
台
は
築
後
１
８
０
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多

く
の
区
民
が
集
ま
る
場
所

で
安
全
性
を
確
保
し
た
改

修
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
て
い
る
が
、

指
定
文
化
財
の
建
物
で
あ

る
以
上
、
勝
手
な
改
修
工

事
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

と
聞
く
が
。

問　
近
年
、
生
食
用
ぶ
ど

う
、
り
ん
ご
、
ね
ぎ
な
ど

新
品
目
に
挑
戦
す
る
方
が

現
れ
て
い
る
。
栽
培
促
進

に
向
け
た
支
援
の
考
え
は
。

村
長　
私
自
身
も
新
品
目

に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
生
産

者
の
ほ
場
に
出
向
き
、
栽

培
状
況
を
拝
見
し
直
接
お

話
を
伺
っ
て
お
り
、
課
題

や
可
能
性
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
導
入
初

期
費
用
の
支
援
な
ど
含
め

農
協
、
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
策
を
検
討
し
て
い

く
。

文化財

農業振興

■問
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

■答
保
存
の
在
り
方
を
整
理
す
る

■問栽培促進に向けた支援は
■答課題、可能性の把握と分析

生
涯
学
習
課
長　
安
全
性

の
確
保
は
認
識
し
て
い
る
。

現
存
す
る
建
物
の
構
造
を

維
持
し
つ
つ
、
ど
の
様
な

改
修
工
事
が
可
能
な
の
か
、

検
討
し
て
い
く
。

動画はこちら
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一 般 質 問

動画はこちら

小松 志穂 議員 リ ン ク

問　
来
年
度
予
算
の
歳
入

不
足
額
と
近
年
の
傾
向
は
。

企
画
財
政
課
長　
不
足
額

は
約
５
億
円
。
基
金
や
繰

越
金
で
補
填
す
る
。
不
足

額
は
近
年
増
加
傾
向
。
歳

出
抑
制
に
は
限
界
が
あ
り
、

今
後
歳
入
の
確
保
が
鍵
。

問　
今
後
続
く
イ
ン
フ
ラ

更
新
と
財
政
の
持
続
可
能

性
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
公
共
施

設
等
の
更
新
費
用
を
含
む

実
効
性
の
あ
る
財
政
の
推

計
を
作
成
し
、
順
次
予
算

編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問　
過
去
に
は
大
型
事
業

が
続
き
基
金
が
減
少
し
た

時
期
も
あ
る
。
基
金
に
目

安
額
は
設
け
て
い
る
か
。

副
村
長　

財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
た
ら

基
金
必
要
額
を
考
え
た
い
。

問　
小
学
校
校
庭
リ
ン
ク

を
地
域
資
源
と
し
て
位
置

づ
け
、
戦
略
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
考
え
は
。

村
長　
考
え
は
あ
る
。
可

能
性
を
確
信
し
て
い
る
。

問　
校
庭
の
水
漏
れ
に
は

多
額
の
修
繕
費
が
見
込
ま

れ
る
。
資
金
獲
得
の
た
め

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
ふ
る
さ
と
寄
附
金

を
活
用
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長　
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
庁
内
で
具
体
的
な

活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

予　算

■問
未
来
に
も
責
任
あ
る
予
算
を

■答
随
時
見
直
し
を
し
て
い
く

■問校庭リンクを続けるために
■答地域資源として活用する

問　
今
後
繰
越
金
や
基
金

が
減
少
し
て
も
同
規
模
の

予
算
編
成
が
可
能
か
。

企
画
財
政
課
長　
現
在
の

規
模
の
維
持
は
難
し
い
。

予
算
の
ス
リ
ム
化
を
す
る
。

半田 裕 議員 学　童

問　
は
ら
っ
ぱ
の
利
用
を

親
の
迎
え
待
ち
の
み
に
制

限
す
る
の
は
不
適
切
で
は
。

こ
ど
も
課
長　
利
用
実
態

や
課
題
を
踏
ま
え
、
来
年

度
は
見
直
し
修
正
す
る
。

問　
は
ら
っ
ぱ
に
大
人
を

配
置
し
な
い
こ
と
が
子
ど

も
の
育
ち
の
上
で
望
ま
し

い
対
応
と
考
え
て
い
る
の

か
。

教
育
長　
望
ま
し
い
わ
け

で
は
な
い
が
や
む
を
得
な

い
。
一
方
、
教
育
的
観
点

で
は
大
人
が
い
る
こ
と
で

子
ど
も
の
主
体
性
を
阻
害

し
て
い
る
面
も
あ
る
。

問　
子
ど
も
た
ち
に
任
せ

て
見
守
る
と
の
こ
と
だ
が

課
題
が
生
じ
た
時
点
で
、

職
員
が
指
導
し
て
や
め
さ

せ
る
の
で
は
。
理
想
と
す

る
主
体
性
を
育
む
た
め
に

子
ど
も
た
ち
に
任
せ
口
を

出
さ
な
い
覚
悟
が
あ
る
の

問　
指
導
員
の
専
門
性
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

子
ど
も
課
長　
資
格
だ
け

で
な
く
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
方
や
人
権
尊
重
が
重
要
。

問　
外
部
研
修
と
内
部
研

修
の
計
画
は
。
研
修
の
た

め
の
人
件
費
は
十
分
か
。

子
ど
も
課
長　
３
名
が
県

の
研
修
を
受
講
予
定
。
未

受
講
者
は
現
場
研
修
で
補

完
。
内
部
研
修
は
日
常
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
実
施

し
て
い
る
が
、
計
画
的
な

研
修
は
課
題
の
た
め
人
件

費
を
確
保
し
進
め
て
い
く
。

子ども

■問
セ
ン
タ
ー
に
職
員
の
配
置
を

■答
検
討
の
結
論
は
で
て
い
な
い

■問職員の資質向上を
■答県と村独自の研修を実施

動画はこちら

か
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
を

信
じ
た
い
部
分
と
心
配
な

部
分
と
あ
る
。
行
政
と
し

て
人
を
配
置
す
る
こ
と
が

本
当
に
望
ま
し
い
の
か
は

結
論
が
出
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

宮坂 早苗 議員 健康増進

問　
資
材
が
高
騰
し
、
10

年
前
と
比
較
す
る
と
、

１
・
５
倍
か
ら
２
倍
の
建

築
費
が
必
要
。
２
月
に
国

が
発
表
し
た
「
み
ら
い
エ

コ
住
宅
制
度
」
で
は
、
新

築
、
賃
貸
、
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
が
対
象
と
な
っ
た
。

国
の
制
度
に
加
え
、
子
育

て
世
代
、
若
者
定
住
対
象

に
村
独
自
の
新
築
補
助
金

を
設
置
す
る
考
え
は
。

村
長　
村
独
自
の
新
築
補

助
金
で
は
な
い
が
、
若
者

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の

支
援
策
と
し
て
、
新
た
な

制
度
を
令
和
８
年
度
よ
り

実
施
す
る
。
若
者
定
住
促

進
は
、
村
の
活
力
維
持
、

向
上
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
補
助
金
は
、
45
歳
以

下
の
空
き
家
購
入
と
新
築

住
宅
取
得
が
対
象
、
日
常

生
活
に
必
要
な
動
産
、

問　
会
議
は
空
い
て
い
る

場
所
で
出
来
る
。
ミ
ー
テ

イ
ン
グ
ル
ー
ム
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
、
筋

力
維
持
と
住
民
全
体
の
健

康
づ
く
り
を
行
っ
て
は
。

村
長　
各
課
が
個
別
の
健

康
教
室
、
調
理
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。
縦
割

を
見
直
し
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
活
用
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
課
長　
教
室
は
、

年
齢
や
保
険
の
関
係
で
利

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。
住
民
全
体
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
、
事
業

を
整
理
し
検
討
す
る
。

若者定住

■問
村
独
自
の
補
助
金
策
を

■答
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

■問トレーニングの専門室化を
■答今ある資源を有効活用する

区
・
自
治
会
等
へ
の
加
入

加
算
が
あ
る
。
空
き
家
購

入
者
自
身
が
行
う
改
修
材

料
等
も
対
象
と
考
え
て
は
。

商
工
観
光
課
長　
住
宅
性

能
の
向
上
、
断
熱
改
修
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

動画はこちら

座談会で各地区に伺います
　議会は３月定例会（予算審議）、９月定例会（決算審議）終了後に座談会を開催しています。座談会は
年に８地区で開催し、村内15地区を順番に周っています。特に決まったテーマは設けず、日頃から村に
ついて思っていることや地区の課題などを、議員と皆さんで共有する場としています。
　今回は４月から６月にかけて下記の地区にお伺いして開催する予定です。皆さんのご参加を楽しみにお
待ちしています。

４月～６月の
訪問予定

◦菖蒲沢地区
◦上里地区
◦�原山・ペンション・�
農場地区
〈お問い合わせ〉　原村議会事務局　☎0266-79-7951　gisen@vill.hara.lg.jp

議員と一緒に村について語り合いましょう
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総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
原
村
学
」
の
集
大
成

と
し
て
、
３
年
生
が
よ
り
良
い
村
を
目
指
し
提
案

や
質
問
を
行
う
「
中
学
生
議
会
」
が
１
月
14
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
模
擬
議
会
で
す

が
、
生
徒
た
ち
は
実
際
の
議
場
で
議
員
と
真
剣
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は「
Ｐ
Ｒ
」「
ワ
イ
ン
」「
食
文
化
」「
大
工
」の

各
講
座
で
の
学
び
か
ら
、
代
表
者
が
提
言
や
質
問

を
投
げ
か
け
、
村
議
が
そ
れ
に
答
え
る
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

13

行田 陽翔 議員
（PR講座）

須藤 向祐 議員
（PR講座）

中学生も村を考える
   中学生議会開催  

観光と移住で、�
もっと豊かな村へ

問 村内には素敵な場所が多く、観光
客に消費してもらったり、移住者

が増えて納税したりすれば村は豊かになる
と思います。今の住民を大切にしながら、
観光客や移住者の誘致をどう進めるか考え
を伺います。

答［松下 浩史］�  
村は観光局と連携し「何度も訪れ

たくなる地域」を目指しています。移住も
補助金より「住みたい」想いを重視し、観
光から移住へ繋がる好循環を方針に施策を
進めています。

デジタルの力で�
村内の魅力を発信しては

問 フォトコンテストに参加し、村の
風景の発信は大切だと感じました。

フォトスポットマップの作成やSNS活用、
QRコードと連動したアプリ開発など、村
の魅力を伝えるデジタル戦略の現状と今後
を伺います。

答［松下 浩史］�  
SNS等で発信中ですが、情報の整

理に課題があります。デジタル地図やQR
連動などの提案は有効な手段です。皆さん
の視点を活かしたPRが実現できるよう村
に提案します。



中学生議会での提言は村政に活かされています！

令和４年
中学生議会にて

原中ワインをふるさと納税返礼品化し、
私たちの活動や村の魅力を発信すると
ともに、寄附金を栽培・醸造費用
や教育環境整備に当てたい。

　すぐに直後議会の一
般質問で取り上げられ
た。当時、執行部は原
中ワインの返礼品化に
はクリアすべき課題が
ある、と慎重な姿勢で
あったが、令和６年に
実現した。

14

岩波 咲希 議員
（食文化講座）

本多 夏央 議員
（ワイン講座）

原村の農業を�
続けていくために

問 村内の食材で料理を考えたり農業
体験を通して、農作物の素晴らし

さや農業のやりがいを感じましたが、担い
手不足が問題です。高齢の方を支えるため
に皆で使える農地を作ったり、若者が体験
できる場を増やしてはどうでしょうか。

答［小松 志穂］�  
ご提案は市民農園を発展させたコ

ミュニティ農園として可能性があります。
農業を支える仕組みは、１日農業バイトア
プリの周知や農業ボランティア体験の増加
が検討できます。

原村のワインのPRと
支援の拡充について

問 原村がワイン特区に指定されたこ
とをもっとたくさんの人に知って

もらうために、ワイン畑や醸造所の見学ツ
アーでワインづくりをPRして、原村でワ
インをつくりたい人の募集、支援を拡充さ
せるべきでは。

答［村田 俊広］�  
見学ツアーはすぐに具体化すべき

です。観光産業の活性化にもつながるで
しょう。６次産業化、有機農業推進など、
総合的に取り組む中でも、ワイン栽培の支
援は充実すべき課題だと思います。

守屋 太賀 議員
（ワイン講座）

ぶどうでワイン以外の商品をつくる

問 先輩たちから引き継いだぶどう。去年
の２倍の160キロ収穫できました。ワイ

ンだけでなく、子どもも楽しむことができるぶ
どうジュースやチョコを作ることについてはど
うでしょう。

答［森山 岩光］�  
ぶどう栽培に汗を流し取り組んだから

こそ、５年後でなく今、楽しみたいのは、よく
わかります。お菓子やジュースを作る課題を、
先生がたと検討、研究することが重要です。
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宮坂 優希 議員（大工講座）

歩道が狭く破損箇所が多い、夜は暗くて危険

問 登下校の通学路は、歩道が狭く走行して
いる車との距離が近いため危険です。ま

た、破損している歩道もあり、夜や夕方は暗く
見えにくいため転倒の恐れもあります。痛んだ
道の修繕、街灯の増設を考えてはどうでしょうか。

答［芳澤 清人］�  
現在の通学路交通安全対策は、小学生

が対象となっています。今後、会議の対象に中
学生を加え、歩く時間帯が違う中学生の意見を
反映した通学路の交通安全対策を行います。

小林 晃也 議員（大工講座）

看板は村の第一印象、古いものを見直しては

問 私たちは、原村学で看板の修復と新設
を行いました。看板は、観光客にとっ

ては村の第一印象、村自体が素晴らしくても、
古い看板では魅力が発揮できません。古いもの
を見直し、ワインPRの看板なども検討しては
どうでしょうか。

答［宮坂 早苗］�  
現在、経年劣化により、案内として機

能しない看板があります。今後、住民と行政、
多様な視点で看板について考え、美しい村と出
会い、感動的な体験が出来るよう検討します。

ヘルナンデズにな 議員
（食文化講座）

堀口 彩乃 議員
（食文化講座）

世代を超えた�
食文化共有や交流の場を

問 原村学を通して皆で料理して食べ
る楽しさを知りました。小中学生

が高齢者から料理を教わったり、私たち考
案のレシピを楽しんでもらうなど、食を通
じたコミュニケーションの場を作ってはど
うでしょうか。

答［小松 志穂］�  
住民有志によるこども食堂で近い

取り組みがあるので、皆で参加したり支え
ていけると良いと考えます。今後「ゆる
活」等でご提案に近い取り組みができる可
能性もあります。

原村の食材を使った�
レシピを知ってもらうために

問 原村学で多くの地元食材の魅力を
知りました。考案したたこ焼きレ

シピを広報はら等で周知したり、地域の人
も投稿できるレシピサイトを作れば、村内
の食材の魅力をもっと知ってもらえるので
はないでしょうか。

答［佐宗 利江］�  
広報はらへの掲載やサイトの作成

は良い提案です。サイトの継続的な管理が
重要なので、中学３年生が代々継続し、村
や学校ホームページと連携する方法などが
考えられます。
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165
議
会
だ
よ
り
は
ら

議会の傍聴にお出かけください
次回定例会
開会予定は５月27日（水）です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴席にお入りください。
・�会期中は本会議のほか、委員会の傍聴もできます。

問 議会事務局　☎79-7951（直通）

議会だよりへのご意見をお寄せください
よりよい議会だよりづくりのために、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会広報広聴常任委員会
委 員 長　松下　浩史
副委員長　村田　俊広

委　　員　中村　浩平
委　　員　宮坂　早苗
委　　員　小松　志穂

宮
坂
　
中
学
生
議
会
の
議
長
を
体
験
し

て
み
て
、
い
か
が
で
し
た
か
。

小
林
さ
ん
　
初
め
は
と
て
も
緊
張
し
た

の
で
す
が
、
議
員
さ
ん
た
ち
に
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
議

会
を
観
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
新
鮮
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
　
議
場
は
初
め
て
で
最
初
の

う
ち
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
進
め
る
に

つ
れ
「
校
内
の
集
会
で
話
す
の
と
一

緒
」
だ
と
思
い
、
そ
の
後
は
自
然
に
話

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
村
　
お
二
人
と
も
議
長
だ
っ
た
の
で

当
日
質
問
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何

か
議
会
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

松
本
さ
ん
　
原
中
の
プ
ー
ル
が
使
わ
れ

な
い
状
態
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
方
向
性
を
示

し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
林
さ
ん
　
我
が
家
で
は
家
族
で
外
食

す
る
の
に
茅
野
や
諏
訪
ま
で
出
か
け
ま

す
。
村
内
に
も
う
少
し
飲
食
店
や
コ
ン

ビ
ニ
が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

宮
坂
　
い
ず
れ
進
学
な
ど
で
村
を
離
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
村

だ
っ
た
ら
帰
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す

か
。

小
林
さ
ん
　
村
の
よ
さ
は
自
然
が
豊
か

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
若
者
が
楽
し

め
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
を
つ
く
り
つ

つ
、
う
ま
く
自
然
と
融
合
で
き
て
い
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

松
本
さ
ん
　
こ
の
村
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
も
の
と
か
、
独
自
の
食
文
化
が
あ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
給
食
で
食
べ
た

「
一
本
セ
ロ
リ
」
は
お
い
し
く
て
、
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
将
来
、
村
議
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

松
本
さ
ん
　
僕
は
将
来
叶
え
た
い
夢
が

あ
っ
て
、
そ
れ
は
村
議
と
違
う
の
で
、

ち
ょ
っ
と
…
。

小
林
さ
ん
　
中
学
生
議
会
で
も
と
て
も

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
村
の
こ
と

を
考
え
て
発
言
す
る
の
は
難
し
そ
う
な

の
で
…
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
笑
）。

将来、村議になってみませんか？

議員が訪ねてお話を伺いました

中学生議会・議長

てせ

かき

松本海斗さん

中村浩平議員　　宮坂早苗議員

小林円佳さん


